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＊ﾍﾟﾄﾛﾅｽ、脱炭素「二刀流」…50年排出「ｾﾞﾛ」へ布石
　　　　　　再生ｴﾈ➤太陽光発電拡充、CO₂➤東南ｱｼﾞｱのﾊﾌﾞに
ﾏﾚ-ｼｱの国営石油会社ﾍﾟﾄﾛﾅｽが脱炭素の実現に向けて関連事業の育成を加速し始めた。
再生ｴﾈﾙｷﾞｰではｱｼﾞｱで太陽光発電やEVの充電設備を大量に設置する計画。二酸化炭素
（CO₂）の回収・貯蓄事業では海外大手と相次ぎ提携し、東南ｱｼﾞｱのﾊﾌﾞを目指す。資源高で
好調な
業績を弾みに「二刀流」で将来への布石を打つ。
・石油関連も循環負荷低減・・6月末、地場の廃棄物処理企業と提携。廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの提供を受
け､廃ﾌﾟﾗから食品用の包装材やﾍﾙｽｹｱ関連製品を生産する計画。肥料の研究開発にも廃棄
物を活用する方針。ﾍﾟﾄﾛﾅｽはｸﾞﾙｰﾌﾟを挙げて循環型ﾋﾞｼﾞﾈｽの確立を急ぐ。

＊中ロが極東軍事演習…日米の軍事協力けん制
　　　　　　　　　　　　　　　　　今日から、ｲﾝﾄﾞは初参加（Quad）
ﾛｼｱや中国などは1～7日まで極東地域で大規模な「ﾎﾞｽﾄｰｸ2022」合同軍事演習を実施する。
軍事協力を拡大し、ｱｼﾞｱ太平洋地域で軍事・政治的影響力を広げる日米に対抗。今回はｲﾝ
ﾄﾞが初めて参加、日米豪印の首脳や外相らが経済や安全保障を協議する「Quad」を切崩そう
とする。
・ﾛｼｱ国防省によると、兵士の参加総数は5万人以上、艦艇や軍用機を含めて5千以上の武器
を使用。中国人民解放軍からは陸海空合せて2千人余り参加。兵力は前回の30万人より小規
模だ。
・演習場は極東地域の陸上7ヵ所と、ｵﾎｰﾂｸ海と日本海の2つの海域、日本海の北部と中部で
の演習には中国解放軍の海軍も参加。

＊日本、車載電池で巻き返し…日米で増強、競争激しく
　　　　　　　　　　　　　　ﾄﾖﾀ、EV向け生産に7300億円投資
ﾄﾖﾀがEV向け電池の生産へ本格的に動き出した。8月31日、日本と米国で電池の増産に最大
7300億円（約56億㌦）を投資すると発表。米国でﾎﾝﾀﾞが大型工場の建設を決めるなど巨額投
資が相次いでいる。EVｼﾌﾄの進む米国を中心に、主要部品の電池を自前で生産し確保しよう
とする自動車各社の競争がさらに激しくなりそうだ。
⦿世界でEV用電池工場の建設が進む
・ﾎﾝﾀﾞ＝LGと米で6100億円投じ年産40GW時、EV電池工場。25年量産
・日産＝中系と日英で約1200億円、年産約17万台分の工場。24年稼働
・VW＝ｽﾍﾟｲﾝで40GW時。26年稼働
・ﾌｫｰﾄﾞ＝SKｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ等とﾄﾙｺに30～45ＧＷ時。早ければ25年量産
・ﾎﾞﾙﾎﾞ＝ﾉｰｽﾎﾞﾙﾄ（ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ）とｽｳｪｰﾃﾞﾝに50GW時、25年初期稼働

＊ｲﾝﾄﾞ、7期連続成長…4～6月　13%増、電力など堅調
ｲﾝﾄﾞ政府が31日発表した4～6月期の実質国内総生産（GDP）は前年同期比13.5%増と7四半
期連続のﾌﾟﾗｽになった。変形の「ｵﾐｸﾛﾝ型」の感染拡大が収束し、製造業や電力が堅調。ﾛｼ
ｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻の影響で物価は上昇基調にあり、今後の景気回復にはﾘｽｸ要因もある。
・ｲﾝﾄﾞではｵﾐｸﾛﾝ型が1月上旬に広がり、新規感染者が下旬に1日34万人まで増え、4月には
同1千人台に減り、経済活動が正常化した。
・製造業は4.8%増。主力の自動車の販売回復が大きい。首都ﾆｭｰﾃﾞﾘｰの販売店は「需要は力
強い。四輪駆動車は6ヵ月の納車待ち」と語る。
・ﾆｭｰﾃﾞﾘｰは5月中旬に最高気温が49度、最高気温を更新。電力増だ。

＊中国AI開発　米企業に秋波…上海で世界AI大会開幕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米政府との分断を狙う
中国・上海で1日、世界人工知能（AI）大会が開幕し、米半導体大手ｸｱﾙｺﾑなど欧米のﾊｲﾃｸ
対立は先鋭化するが、米国企業などは巨額な中国市場の商機を無視できない。中国側はAI
開発の加速に先端半導体の活用が不可欠な事情もあり、米政府との分断を狙う。
・ｸｱﾙｺﾑだけでなく、米国を代表するﾊｲﾃｸ企業の幹部らが顔を揃えた。中国ﾒﾃﾞｨｱによると、
ｱｯﾌﾟﾙに加え、半導体大手のｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ・ﾏｲｸﾛ・ﾃﾞﾊﾞｲｽ（AMD)、ﾒﾀ（旧ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ）、GEﾍﾙｽｹｱな
どが幹部派遣やﾌﾞｰｽ設置などで参加した。
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＊中国ｺﾛﾅ再燃　地域封鎖相次ぐ…成都は2100万人対象
中国で新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染が再び拡大し、地域の封鎖が相次いでいる。成都市が2100万
人を対象に大規模なﾛｯｸﾀﾞｳﾝに踏切、北京市周辺や東北部、南部も移動を厳しく制限し始め
た。中国共産党の
党大会を10月に控え、習指導部は「ｾﾞﾛｺﾛﾅ」を徹底する。
・国家衛星健康委員会によると、中国本土の感染者数は現在、毎日1200人～1900人台で推
移している。
・米ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ・ｻｯｸｽのﾚﾎﾟｰﾄで「中国はｺﾛﾅの感染拡大と猛暑による電力不足という2つの逆
風に直面している」と指摘。GDPの予想3.0%と従来の3.3%から引き下げた。経済への影響は大
きい。

＊①大気からCO₂回収　急拡大…石炭回帰で需要高まる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米ｵｷｼﾃﾞﾝﾀﾙ、100万㌧処理70基
空気中の二酸化炭素（CO₂）を回収する技術「直接空気回収（DAC）」の大規模な導入計画が
相次ぐ。米石油・ｶﾞｽ大手ｵｷｼﾃﾞﾝﾀﾙ・ﾍﾟﾄﾛﾘｳﾑなどは年最大100万㌧回収するﾌﾟﾗﾝﾄを、2035
年までに70基つくるなど以前の予測を上回るﾍﾟｰｽで拡大する。ﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻後、欧州な
どで石炭利用が増えており、DACへの期待は大きい。

＊②空気中のCO₂を回収する技術開発が進む
・米ｵｷｼﾃﾞﾝﾀﾙなど＝2035年までに100万㌧回収ﾌﾟﾗﾝﾄ70基建設の計画
・ｽｲｽ・ｸﾗｲﾑﾜｰｸｽ＝年4千㌧を回収施設稼働、年3.6万㌧回収施設建設
・IHI＝23年度にも装置実用化　　・三菱重工＝22年4～6月に実証実験
・川崎重工＝25年にも1日500～千ｷﾛの装置を実用化
・三菱ｶﾞｽ化学＝従来の1/3の力で回収したCO₂を取り出す物質の開発
・ｼﾝｸﾓﾌ（名古屋）＝MOFを使った回収装置を実証中
・双日と九州大学＝CO₂を室温で回収できる薄膜を開発

＊「微粒子」でがん・難病治療…新興ｴｸｿｰﾌｨｱ、23年に治験申請
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法規制や量産に課題
体の細胞が出す「ｴｸｿｿｰﾑ」という微粒子を医薬品として使う「ｴｸｿｿｰﾑ療法」の開発が盛ん
だ。先行する米欧が続き、国内初の臨床試験(治験）が数年内に始まる見通しだ。既存の薬の
ように簡単に投与でき、治療に応用しやすいと期待されている。
・ｴｸｿｿｰﾑはｳｲﾙｽ並みの直径50～150ﾅﾉ㍍の微粒子。中に遺伝情報となる（ﾘﾎﾞ核酸）や蛋白
質が入っており細胞間の情報伝達を担う。生体組織の再生を促すｴｸｿｿｰﾑも発見、治療薬に
使う発想がでた。

＊ｲﾝﾄﾞ海軍、初の国産空母…中国の海洋進出に対抗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国内の防衛産業底上げ
ｲﾝﾄﾞ海軍は2日、南部ｹﾗﾗ州で初の国産空母を就役させた（国産空母名ﾋﾞｸﾗﾝﾄ）。ｲﾝﾄﾞ太平洋
などで勢力を広げる中国に対抗する狙いがあり、2023年半ばまでに戦闘機も搭載した完全運
行の体制が整う見通しだ。は国内の防衛の底上げを進める方針だが、最新鋭の部品の内製
化など課題も少なくない。
・今回の国産空母には100を超えるｲﾝﾄﾞ国内中小防衛企業が製造に関わったとされる。軍事
力に勝る中国の脅威は依然として消えない。

＊東南ｱ新車販売54%増…7月、10ヵ月連続ﾌﾟﾗｽ
東南ｱｼﾞｱ主要6ヵ国の7月の新車販売台数は前年同月比54%増の約26.1万台となり、前年同
月実績を10ヵ月連続で上回った。
・域内で新車市場が最大のｲﾝﾄﾞﾈｼｱは29%増の8.6万台。石炭などを産出する同国は、世界的
な商品価格の高騰により輸出が堅調で景気が回復している。新車需要が高まるが、半導体
不足で一部納車が遅れる。
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＊②
⦿日本は先進国で最安値（動画配信・共有、音楽配信6ｻｰﾋﾞｽの月額
　　料金の平均。G20のうち中、露を除く）
❶英国（一人当たりGDP順位22）平均1507円❷米国（6)1479
❸独（18）1319❹仏（23）1296❺伊（29）1228❻加（15）1125❼豪（10）1093
➑韓（30）978❾日（28）937➓ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ（44）860⓫ﾒｷｼｺ（73）855
⓬南ｱﾌﾘｶ（91）593⓭ﾌﾞﾗｼﾞﾙ（87）563⓮ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ（117）484
⓯ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ（70）323⓰印(146)214⓱ﾄﾙｺ（78）174

＊中国航空3社、赤字悪化…1～6月、都市封鎖響く
中国国有航空大手3社の2022年1～6月期決算が出揃い、いずれも最終赤字が悪化した。厳
しい新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染対策で国際線の運行が制限されていることが響いた。国内線も都
市封鎖などの影響で低迷した。
・中国南方航空、中国東方航空、中国国際航空の最終赤字の合計は496億元（約9900億円）
と前年同期の166億元の赤字から大幅に悪化。
・22年上半期は上海などで感染が急拡大し、長期間の都市封鎖が実施され、長期間の人の
移動が大幅に制限された。

＊ﾐｬﾝﾏｰ通信業　軍政下の苦悩…総選挙後も見通せず
　　　旧ﾃﾚﾉｰﾙ、社名とﾌﾞﾗﾝﾄﾞ刷新、ｶﾀｰﾙ「ｳｰﾚﾄﾞｩｰ」撤退を検討
国軍がｸｰﾃﾞﾀｰを起こしたﾐｬﾝﾏｰで、携帯通信各社が次の一手を探っている。ﾉﾙｳｪｰ大手が
売却した事業会社は社名とﾌﾞﾗﾝﾄﾞを刷新し、国運の影響下で再始動。ｶﾀｰﾙのｳｰﾚﾄﾞｩｰは撤
退を検討し始めた。規定通り2023年8月までに総選挙が行われても、通信事業への軍の影響
は常態化する見通し。外資参入で急成長した各社は難しいかじ取りが迫られる。
・ﾉﾙｳｪｰのﾃﾚﾉｰﾙが撤退を決めた背景には、通信傍受ｼｽﾃﾑの稼働を当局に要求され、応じ
れば人権規範に反するとの判断があった。
・「ｳｰﾚﾄﾞｩｰ」の撤退は21年12月に当局の指示でﾃﾞｰﾀ通信料を各社一律に値上げされたこと
が背景にある。

＊「細胞薬」自社生産に動く（ｱｽﾃﾗｽや武田）…ｺﾛﾅで製造設備不足
製薬大手が細胞治療薬の自社生産を強化しようとしている。ｱｽﾃﾗｽ製薬は2025年以降に100
億円を投じて、米国内の生産設備を増強する。また、武田薬品工業は米国に細胞薬の生産
拠点を新設する。ﾊﾞｲｵ薬の生産設備が世界で不足。安定供給体制を整えるため、自ら整備
に動く。
・再生・細胞治療はIPS細胞やES細胞などを使って分化する臓器を誘導し、根治が難しかった
患者に新しい治療法を提案する。ｱｽﾃﾗｽは臨床試験を進めている目の難病「加齢黄斑変性」
（高齢者に多い）の治療薬で、生産設備を増強する。ｱｽﾃﾗｽは胚性幹細胞（ES細胞）を使った
眼科領域向けの新薬開発を進めている。ES細胞から作った細胞を目に投与する。視力の機
能維持につなげる。
・武田も、ｸﾛｰﾝ病向けの細胞治療薬「ｱﾛﾌｨｾﾙ」の自社生産を拡充する。
＊中国住宅融資50兆円　宙に…債務膨張「ﾊﾞﾌﾞﾙ」上回る
「ﾌﾞﾗｯｸｽﾜﾝや灰色のサイに備える必要がある」。中国共産党の習近平総書記は2021年、深
刻な問題を引き起こしかねないﾘｽｸへの警戒を呼びかけた。それから1年足らずで不動産大
手、中国恒大集団がﾃﾞﾌｫﾙﾄ（債務不履行）に追い込まれ、ｻｲが姿を現した。世界各地でﾏﾈｰ
膨張が限界に達し、市場に亀裂が入り始めたている。
・大和ｷｬﾋﾟﾀﾙ・ﾏｰｹｯﾂ香港の頼志文氏は、中国が資産の投げ売りが始まる「ﾐﾝｽｷｰ・ﾓｰﾒﾝﾄ」
に直面していると断じる。成長が続かず、住宅市場が崩壊し、企業、不動産会社、個人がいず
れも返済能力なし」。「ﾊﾞﾌﾞﾙがはじけるのをみて、誰が飛び込むのか」頼氏が問いかける。

＊①ｻﾌﾞｽｸも「安いﾆｯﾎﾟﾝ」…動画・音楽配信、G7で最安
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ﾈﾄﾌﾘ米の7割」
世界で展開するｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽで日本の割安感が際立つ。米ﾈｯﾄﾌﾘｯｸｽや米ｱﾏｿﾞﾝ・ﾄﾞｯﾄ・ｺﾑ
など、主要な動画・音楽配信ｻｰﾋﾞｽの平均で月937円と英国や米国6割に留まる。韓国よりも
低く、ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱやﾒｷｼｺに迫る水準だ。対㌦で24年ぶりの円安水準となるなか、家電や食品
だけでなく幅広い分野で「安いﾆｯﾎﾟﾝ」の実態が浮き彫りになっている。
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＊香港ｽﾜｲﾔ　東南ｱ展開…傘下にｷｬｾｲの財閥、不動産・飲料で
ｷｬｾｲﾊﾟｼﾌｨｯｸ航空の経営で知られる香港の英系財閥、ｽﾜｲﾔﾊﾟｼﾌｨｯｸが東南ｱｼﾞｱの成長取
り組みに動き始めた。不動産事業では1000億香港㌦（約1兆8000億円）の投資枠のうち、最大
200億香港㌦を東南ｱｼﾞｱなどに振り分向ける。収益面で依存度の高かった中国・香港以外の
市場を開拓しﾘｽｸ分散を図る。
・中国の圧力、ﾘｽｸ・・ｷｬｾｲの従業員が香港の民主化ﾃﾞﾓに参加すると、中国当局は「安全上
の重大なﾘｽｸがある」と猛反発。中国国営企業はｷｬｾｲをﾎﾞｲｺｯﾄ。創業者ｽﾜｲﾔ会長が北京で
当局者と会った直後、ｷｬｾｲ経営陣は更迭された。

＊東南ｱも対ロ経済関係強化…ﾀｲ「観光客を受入」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾍﾞﾄﾅﾑ「小麦輸入拡大」
⦿最近の東南ｱ各国とﾛｼｱの動き
　・ﾀｲ➤5月の貿易相会合で輸出入の拡大で一致
　・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ➤6月の首脳会談で投資や貿易の協力強化を確認
　・ﾍﾞﾄﾅﾑ➤7月の外相会談で外交や経済の関係強化で一致
　・ﾐｬﾝﾏｰ➤8月にﾛｼｱ外相が訪問し連携強化を確認
　・ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ➤8月に観光や投資で協力強化に合意

＊ﾛｯﾃ、ﾍﾞﾄﾅﾑで再起…1200億円投じ巨大複合施設
　　　　　　　　　　　　　　　日韓に次ぐ成長市場に
韓国ﾛｯﾃがﾍﾞﾄﾅﾑ市場の開拓に一段と力を入れている。最大都市ﾎｰﾁﾐﾝ市で、総事業費9億
㌦（約1200億円）の巨大複合施設を2日着工。首都ﾊﾉｲでも大型ﾓｰﾙの建設を進める。かって
日韓に次ぐ「第3の市場」と見込んだ中国は、政治対立から撤退に追い込まれた。苦難が続く
なか、ﾍﾞﾄﾅﾑが新たな成長の柱に定めて再起を図る。
・ﾍﾞﾄﾅﾑは人口約1億人、平均年齢も33歳と若い。ﾍﾞﾄﾅﾑの事業進出は日本を圧倒する。直接
投資額は日本の2倍超、在留人口は約20万人。
・「失われた5年」中国撤退・・ﾛｯﾃは17年に政治問題（米軍ﾐｻｲﾙ迎撃ｼｽﾃﾑの配備で韓国内
用地を提供）で中国政府の「報復措置」で中国内の同社ｽｰﾊﾟｰ9割を営業停止とされた。さら
に辛会長は朴槿恵元大統領への贈賄罪・実刑で拘束、そして日本製品の不買運動。

＊ﾛｼｱ、新興国と貿易拡大…中国から調達22%　ﾄﾙｺなど大幅増
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米、制裁の「抜け道」警戒
ﾛｼｱが主要新興国との貿易を拡大させている。原油などの輸出だけでなく、家電や機械、食
品といった輸入も増やしている。日米欧が対ロ制裁で供給を絞り込むなか、新興国が一部代
替している状況で、米国はﾄﾙｺなどからの出荷に警戒感を強めている。

＊車載半導体の在庫回復…大手4社4～6月　ｺﾛﾅ前水準に
車載半導体大手の在庫がｺﾛﾅｳｲﾙｽ禍前の水準に回復してきた。ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽなど４社
の2022年4～6月期の在庫回転月数は平均3.48ヵ月と、19年の年間平均（3.51ヵ月）とほぼ並
んだ。20年後半から続く需給逼迫は改善に向かっており、完成車ﾒｰｶｰなどの挽回生産に繋
がる可能性がある。一方、半導体各社にとっては在庫が業績の下押し圧力となるﾘｽｸも浮上
しつつある。
・大手4社➤ﾙﾈｻｽ、独ｲﾝﾌｨﾆｵﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ、ｵﾗﾝﾀﾞのNXPｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰｽﾞ、
　　　　　　　　ｽｲｽのSTﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

＊「ｱﾏｿﾞﾝ薬局」成否は搬送…ﾈｯﾄ販売、調剤業界揺さぶる
米ｱﾏｿﾞﾝ・ﾄﾞｯﾄ・ｺﾑが中小薬局と組み、日本で処方箋ﾈｯﾄ販売に乗り出すことが明らかになっ
た。調剤薬局は出店競争が激しく店舗は乱立気味だ。ｱﾏｿﾞﾝと組む薬局は、ﾈｯﾄで新たな顧
客を獲得できる可能性がある。今回の仕組みでは、ｱﾏｿﾞﾝは自ら在庫を持たないとみられる。
・配送網の優位性と圧倒的な物流で業界の勢力図を塗り替える「ｱﾏｿﾞﾝ・ｴﾌｪｸﾄ」が起きるか
は未知数だ。
・ﾍﾙｽケア部門のﾆｰﾙ・ﾘﾝｼﾞｰ氏は、ｻﾌﾞｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝ（継続課金）型の診療ｻｰﾋﾞｽを提供する米ﾜ
ﾝ・ﾒﾃﾞｨｶﾙを約39億㌦（約5500億円）で買収。
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＊ﾆｼﾝ漁獲　10年で4倍…資源管理で不漁から回復
　　　　　　　　　　　　　　　　　加工品　国産使用の動きも
春を告げる魚、ﾆｼﾝの漁獲回復が顕著になっている。主産地である北海道の水揚げ量は10
年で4倍に増えた。長年の資源管理が効果を上げ、ﾆｼﾝの産卵で海が白く濁る「群来（くき）」も
みられるようになった。
ﾆｼﾝは江戸期以降の北海道の漁業を支えた魚で、19世紀末には100万㌧近く獲れた。お節料
理の定番数の子や飼料の魚粉など幅広く使うﾆｼﾝが重宝されている。乱獲や環境の変化で
1950年代から半世紀以上姿を消した。近年になって魚影が戻りつつある。抱卵ﾆｼﾝは産卵期
1月～4月ごろにかけて量が集中する。水揚げが安定すれば、食卓に登場する機会が増える
ことも期待される。

＊中国の輸入減速　鮮明に…8月、原油除き6ヵ月連続減
中国の輸入が伸び悩んでいる。8月はﾄﾞﾙ建てで前年同月比0.3%増にとどまった。国際商品市
況の高騰で3割増えた原油を除くと3%減となり、6ヵ月連続で減少した。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染
封じ込めを狙う「ｾﾞﾛｺﾛﾅ」政策に伴う厳しい移動制限で、内需の停滞が長期化している。
・輸入元の国・地域別にみると、台湾からが14%、米国からが7%減少。品目別では金額が大き
い集積回路が12%減。消費財の需要も伸びず。

＊日印、海洋安保で協力…2ﾌﾟﾗｽ2、自衛隊・ｲﾝﾄﾞ軍の競技設置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国念頭、現状変更に反対
日本とｲﾝﾄﾞは8日、都内で外務・防衛担当閣僚協議（2ﾌﾟﾗｽ2）を開いた。中国の海洋進出を念
頭に力を背景とした一方的な現状変更に反対すると確かめた。海洋安全保障分野の協力を
深め、自衛隊とｲﾝﾄﾞ軍の共同訓練を拡充すると申し合わせた。
・岐阜女子大の堀本武功客員教授は「ｲﾝﾄﾞ外交の本質は自国の利益を最優先する『ｲﾝﾄﾞ第
一主義』だ。ｳｸﾗｲﾅ問題で引き込むのは難しいが、対中国で日本とｲﾝﾄﾞが協力できる余地は
大きい」と指摘する。

＊中国発ｼｰｲﾝ　ﾕﾆｸﾛ超え…新製品1日数千点、SNS活用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界のZ世代取り込む
中国発のﾌｧｯｼｮﾝﾈｯﾄ通販、SHEIN（ｼｰｲﾝ）が世界のZ世代の若者を取り込み急成長している。
企業価値の評価額は「ﾕﾆｸﾛ」などの時価総額を上回る。中国では販売せず、中小零細の縫
製工場を束ねて少量多品種生産体制を構築し、毎日数千点の新製品を投入する生産拠点に
特化。ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞはSNSなどを活用し、多様なﾆｰｽﾞに対応している。
⦿ｼｰｲﾝは競合を上回る企業価値
　・ﾛｰﾄﾞｹﾞｯﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ（ｼｰｲﾝ）「所在地：ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ」＝企業価値：約14.4兆円
　・ｲﾝﾃﾞｨﾃｯｸｽ（ｻﾞﾗ）「ｽﾍﾟｲﾝ」＝約9.5兆円　・ﾕﾆｸﾛ「日本」＝約8.6兆円
　・ﾍﾈｽ・ｱﾝﾄﾞ・ﾏｳﾘｯﾂ（H&M）「ｽｳｪｰﾃﾞﾝ」＝約2.2兆円

＊周辺海域　崩れた均衡…中国船数、海保の2倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｸﾞﾚｰｿﾞｰﾝ　備え欠く
政府が沖縄県・尖閣諸島を国有化して11日で10年を迎える。当時は均衡を保っていた周辺海
域の中国艦船とのﾊﾞﾗﾝｽが崩れた。今では中国海警局船は海上保安庁のおよそ2倍に上る。
有事に至らないｸﾞﾚｰｿﾞｰﾝが常態になっても国内の法整備は進まない。
・「極めて深刻。予断を許さぬ厳しい状況にある」。海保の石井長官。

＊中国、住宅工事促進に４兆円…資金難で遅れ続出、政府が融資枠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金融不安への発展警戒
中国政府は住宅市場の混乱を解消するため、金融支援に乗り出す。不動産開発企業の資金
不足で工事が止まったﾏﾝｼｮﾝの完成を促すため、政策銀行が2000億元（約4兆1千億円）の融
資枠を設けた。各地で購入者が引き渡しの遅れに抗議し、住宅ﾛｰﾝの返済拒否を表明。政府
は住宅不況が金融不安に発展しかねないとの警戒から対応を急ぐ。
・「金融支援は市場の刺激や開発企業の救済に使うのではない」と強調。未完成の物件の早
期完成を急がせるのは金融不安への警戒感。
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＊訪日客獲得熱　関西再び…京都・北区、海外が注目
　　　　　　神戸➤海外旅行博でPR 、大阪➤「24時間観光」照準
世界最大の旅行口ｺﾐｻｲﾄ、米ﾄﾘｯﾌﾟｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰで検索された関西の都市を分析したところ、京
都市北区が新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大前の検索数を大幅に上回った。ｺﾛﾅ前にｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ（訪日
外国人）で活況だった大阪市や神戸市などを中心に、関西の自治体や観光団体は再びｲﾝﾊﾞ
ｳﾝﾄﾞを誘致する活動をｽﾀｰﾄさせている。

＊中国新車販売32%増…8月　国の需要喚起策が奏功
中国が9日に発表した8月の新車販売台数は、前年同月比32.1%増の238.3万台。3ヵ月連続で
前年を上回った。内陸の四川省などでは電力供給が逼迫し、一部企業の生産に影響が出
た。ただ政府の需要喚起策が奏功し、販売は堅調だった。新車販売の大部分を占める乗用
車は36.5%増の212.5万台だった。中国政府が6月に始めた乗用車の自動車取得税の半減が
追い風になった。商用車は4.0%増の25.8万台と22年に入り初のﾌﾟﾗｽのなった。
・EVなどの新ｴﾈﾙｷﾞｰ車は2倍の66.6万台と好調。企業別で吉利が4割増、EV大手の比亜迪
（BYD）も2.6倍、ﾄﾖﾀ3割増、ﾎﾝﾀﾞ5割増。

＊ｲｵﾝ、ﾍﾞﾄﾅﾑで格安衣料…PB、ｺｽﾄ減で競合の半値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1億人市場　若年層に的
ｲｵﾝがﾍﾞﾄﾅﾑで低価格衣料のﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾌﾞﾗﾝﾄﾞ（PB）を立ち上げた。競合他社の製品のほぼ半
額で販売する。購買意欲が高い若年層の需要を取り込む狙いで、現地で増やしている自社の
商業施設への集客増につなげる。ｲｵﾝは今後、周辺国にもこのPBを広げる考えだ。現地の特
性に合った商品群を充実させ、ｱｼﾞｱでの事業基盤拡大を目指す。

＊全個体電池　有望市場に先手…車載視野に「評価」事業化
　　　　　　　　　　 日本製鉄「性能を確認」、OKI「ひび割れ特定」
有力な次世代電池として電機や車各社が開発する「全個体電池」で品質や性能を評価するﾋﾞ
ｼﾞﾈｽが相次いで始める。日本製鉄は2022年度中から受託して試作品を造った上で性能評価
する事業を始める。OKIは9月中旬、電池の劣化原因を特定するｻｰﾋﾞｽを始める。EVでの搭載
も予想される中、新中古車ともに評価は開発と両輪で重要性が増す。追い上げる海外勢との
競争先手を打つ。全個体の特許数は日本が上位を占める。
・全個体電池は電解液を個体の電解液に置き換えたもので、発火などの恐れが少なく従来の
電解液を使うﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池に比べて安全性が高いとされる。

＊復星医薬、中国でiPS…再生角膜、慶大発新興から権利
　　　　　　　　　　　　　　　　　20年代後半に実用化
中国製薬大手の上海復星医薬集団は、iPS細胞を使った再生医療技術の実用化に乗り出
す。慶応義塾大学発の新興企業から、同細胞による培養角膜細胞の開発権を取得。2020年
代後半に中国などの承認取得を目指す。中国は先進国に後塵を排す再生医療分野で巻き返
しに動いており、今後は政府・企業による強化策が相次ぎそうだ。
・「水疱性角膜症」・・角膜の内側にある細胞の働きが鈍くなり、角膜に水がたまり、失明に至
る可能性がある病気。現在はﾄﾞｰﾅｰから角膜を採取して移植治療している。だが、角膜の数
に限りがある。

＊ｲﾝﾄﾞ乗用車は21%増…8月
ｲﾝﾄﾞ自動車工業会（SIAM）が9日発表した8月の乗用車販売台数は、前年同月比21%増の33.3
万台。世界的な半導体不足で販売が落ち込んだ前年の反動が要因という。
・ﾒｰｶｰ別販売台数では最大手のﾏﾙﾁ・ｽｽﾞｷが30%増の13.4万台。韓国の現代自は6%増の4.9
万台、起亜自は33%増の2.2万台。地場大手のﾏﾋﾝﾄﾞﾗ・ｱﾝﾄﾞ・ﾏﾋﾝﾄﾞﾗは2.9万台で87%増だっ
た。
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2022/9/13 経済 ＊日鉄とJFEで水素製鉄… CO₂排出、高炉の半分「50年実用化目標」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　脱炭素、競合の協調拡大
日本製鉄とJFEｽﾁｰﾙは脱炭素の切り札とされる製鉄法「水素製鉄」の実用化で連携する。石
炭の代わりに水素だけで鉄鉱石から鉄を取り出す。高炉より二酸化炭素（CO₂）排出量を50%
以上減らす。2050年までに実用化を目指す。鹿島や竹中工務店などはCO₂を閉じ込めるｺﾝｸ
ﾘｰﾄの開発を進める。いずれも複数社が集う連合体で進める。脱炭素時代の生き残りへ競合
同士が強調する動きが広がり始めた。
⦿脱炭素へ連合体での連携が広がる
❶ﾃｰﾏ「全個体電池」➤参加企業「ﾄﾖﾀ、JX金属、三井金属」（設立5/20)
❷「水素製鉄」➤「日鉄、JFE、神戸鋼」（設立時期12/21年)
❸ｺﾝｸﾘｰﾄ脱炭素化➤「鹿島、竹中工務店、ﾃﾞﾝｶ」（設立時期1/22年)
❹永久磁石➤「TDK,、信越化学」（設立時期4月）

＊ｵﾗﾝﾀﾞ農業　研究開発重視…輸出世界2位　狭い国土克服
ｵﾗﾝﾀﾞは九州とほぼ同じ面積ながら、農産品の輸出で世界2位の地位にある。限りある耕作
地で効率よく、負荷価値の高い農産品をつくるために知恵を絞った成果だ。国土の小さい国
ながら農業国となった背景には、研究開発やｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟの育成に力を入れ、先端技術の導入
を躊躇しない姿勢がある。
・7月半ばｵﾗﾝﾀﾞの農業ﾐｯｼｮﾝが日本に来た。ﾃｰﾏは技術革新。農業でのﾛﾎﾞｯﾄ活用を中心
に、省力化について日本の官民の代表者と話し合う。「物価も労働力も高いｵﾗﾝﾀﾞと日本に
とって、ﾛﾎﾞｯﾄの活用は共通の課題だ」とｵﾗﾝﾀﾞ農業・自然・食品品質相のﾌｫｯｾﾅｰ特使は話
す。
・国土がそれほど広くなく、気候が厳しくないことも日本とｵﾗﾝﾀﾞは似ている。しかし、農業の競
争力は大きな差がある。

＊ｲﾝﾄﾞ5G号砲　「通信3強」変化も…ﾘﾗｲｱﾝｽ、来月にも開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 投資負担重く、消耗戦
携帯電話の契約数で世界2位の規模を持つｲﾝﾄﾞで、高速通信規格「5G」ｻｰﾋﾞｽが始まる。政
府による周波数帯の入札を経て、大手財閥のﾘﾗｲｱﾝｽ・ｲﾝﾀﾞｽﾀﾘｰｽﾞ系の通信事業者などが
10月にも始める。5G導入で教育や医療の遠隔ｻｰﾋﾞｽに弾みがつくと期待される。ただ通信各
社の投資負担は重く、3強体制が代わる可能性もある。

＊②
・国土の面積から単純計算すれば、ｵﾗﾝﾀﾞは1㎡当たり240万㌦程度を農産物の輸出で稼ぐ。
日本と米国のざっと150倍だ。
・1980年代には欧州の統合が進むにつれて南欧から安価な野菜や果物が流入し、農家は大
きな打撃を受けた。これを機に官民共同で生産性と効率を求める農業に舵を切った。
・ｵﾗﾝﾀﾞの農家はﾊｳｽにいるより、ﾊﾟｿｺﾝに向かう時間が長いともいう。最近では肥料をどのﾀｲ
ﾐﾝｸﾞでどのくらい与えるか、AIで判断する技術も導入されている。技術革新を支えるのはﾜｰﾍ
ﾆﾝｹﾞﾝ市のﾜｰﾍﾆﾝｹﾞﾝ大学。1000以上の国際的な食品会社や研究機関が集まっている。

＊①ﾒﾀﾊﾞｰｽに「看板広告」…博報堂DY系「ｹﾞｰﾑ内の出稿枠販売」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾋｯｷｰ「仮想空間」ﾋﾞﾙ壁に動画
仮想空間「ﾒﾀﾊﾞｰｽ」で広告を利用する動きが広がってきた。HIKKY（ﾋｯｷｰ、東京・渋谷）は100
万人以上のｱﾊﾞﾀｰ（分身）が集まるｲﾍﾞﾝﾄで壁や立て看板に動画を流す。博報堂DYﾎｰﾙﾃﾞｨﾝ
ｸﾞ傘下の会社は広告の販売を始めた。米ﾒﾀは視線の動きで関心度を測る技術を開発する。
広告収入による無料ﾓﾃﾞﾙなどでﾒﾀﾊﾞｰｽ普及を後押しする可能性がある。

＊②ﾒﾀﾊﾞｰｽ販促やPRなどに活用する企業
❶仏ﾊﾞﾚﾝｼｱｰｶﾞ＝ﾌｫｰﾄﾅｲﾄに仮想ﾌｧｯｼｮﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞを設置❷米ﾅｲｷ＝ﾛﾌﾞﾛｯｸｽに「ﾅｲｷｱﾝﾄﾞ」を
設置❸伊ｸﾞｯﾁ＝ﾛﾌﾞﾛｯｸｽでﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｲﾃﾑを販売❹米ｺｶ・ｺｰﾗ＝ﾌｫｰﾄﾅｲﾄに独自の空間で新商
品を公開し、ﾘｱﾙでも限定販売❺日産自＝新型軽電気自動車「日産ｻｸﾗ」をﾒﾀﾊﾞｰｽ上で公開
❻ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸG＝ｾﾞﾍﾞｯﾄ内にﾊﾞｰﾁｬﾙｼｮｯﾌﾟを開設❼伊藤忠＝英広告大手WPPGと共同でﾃﾞｼﾞﾀﾙ
化支援の新会社を設立➑電通G＝企業がｲﾍﾞﾝﾄでﾒﾀﾊﾞｰｽを活用できるｻｰﾋﾞｽ開始
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＊台湾主要IT、17.7%増収（8月）…iPhone発売控え好調
ｱｯﾌﾟﾙなど巨大IT企業に多くの製品や半導体を供給する台湾ﾒｰｶｰの8月の売上高は好調。
ｱｯﾌﾟﾙの新製品発売を9月に控え、主要19社の売上高の合計額は年同期比では17.7%増だっ
た。ただ中国景気の悪化やｲﾝﾌﾚは懸念材料で、1年で最大の商戦期を迎える今秋以降は不
透明。
⦿台湾主要IT各社の8月売上高
❶鴻海（iPhone生産）＝売上高4489億台湾㌦（前年同比増減率12.2%）
❷TSMC（半導体生産）＝2181（57.7)❸ｸｱﾝﾀ（ﾊﾟｿｺﾝ受託）＝1318（55.7）
❹ﾍﾟｶﾞﾄﾛﾝ（iPhone生産）＝1160（36）❺ｺﾝﾊﾟﾙ（ﾊﾟｿｺﾝ受託）＝888（▴13.2）
❻ﾒﾃﾞｨｱﾃｯｸ（半導体設計）＝446（4.4）❼AUO（液晶ﾊﾟﾈﾙ）＝160（▴51）
➑南亜科技（DRAM生産）＝34（▴58.4）

＊ｲﾝﾄﾞ、ｺﾒ輸出を制限…生産減少見込みで国内優先
　　　　　　　　　　　　　　　　食料価格に上昇圧力
ｲﾝﾄﾞがｺﾒの一部の輸出制限に踏み切った。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大によるｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ（供
給網）の混乱とﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻で国際価格が上がっているが、国内供給を優先し、物価上
昇に歯止めをかける狙い。
・ｺﾒの輸出は世界最大のｲﾝﾄﾞは9日、破壊米と呼ばれるｺﾒの輸出を禁止した。砕けた古米な
どで、値段が割と安く、低所得層も入手し易い。ｺﾒ産地の一部が干ばつで、生産量が減少す
るとの見方がある。
・食料の輸出を抑制する傾向は、他の国々にも広がる。物価上昇が個人消費を減退させ景気
に打撃を与え、政府批判に繋がる恐れがある。
・8月の世界の食料価格指数は前年同月より約8%高かった。

＊東南ｱｼﾞｱ　出前成長岐路・・・外食回帰で多角化急務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｸﾞﾗﾌﾞ、ｼｪｱ首位
東南ｱｼﾞｱの料理宅配ｱﾌﾟﾘ各社が新たな成長戦略を模索している。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ禍の巣ごも
り需要争奪を経て、足元ではｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙのｸﾞﾗﾌﾞが先頭に立つ。ただ消費者が外食に回帰する
なか、競合も含めて事業ﾓﾃﾞﾙの多角化が急務。赤字脱却や配達員の待遇工場など課題が
多く地道なｺｽﾄ削減も勢力図を左右しそうだ。
⦿東南ｱｼﾞｱの食事宅配競争は第2幕へ
❶ﾀｲ（食事宅配額：40億㌦）➤コスト削減へ人員削減❷ﾍﾞﾄﾅﾑ（8億㌦）➤ｸﾞﾗﾌﾞがｺｶ･ｺｰﾗと流
通網で提携❸ﾌｨﾘﾋﾟﾝ（16億㌦）➤ｸﾞﾗﾌﾞが自社運営の配送拠点を閉鎖❹ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ（29億㌦）
➤法人向け事業強化❺ﾏﾚｰｼｱ（29億㌦）➤ｸﾞﾗﾌﾞが地場高級ｽｰﾊﾟｰを買収❻ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ（46億
㌦）➤GoToがECｱﾌﾟﾘの宅配機能

＊中国、無人機200機同時飛行…AIや量子、民生技術転用
AIや量子などの民生技術を軍事領域で活用する動きが広がってきた。ﾛｼｱによるｳｸﾗｲﾅ侵攻
ではAIを搭載した無人機が戦車や艦船を攻撃した。防衛白書は「将来の戦闘を一変させる
ｹﾞｰﾑ・ﾁｪﾝｼﾞｬｰとなりうる」と強調した。各国は軍民両用（ﾃﾞｭｱﾙﾕｰｽ）として軍事用途への研
究・開発を進展させている。「こうした技術は軍事と非軍事の境界を曖昧にし、ｸﾞﾚｰｿﾞｰﾝの事
態を増加・拡大させる要因となっている」と説明。
⦿民生技術の軍事での活用例
・人工知能（AI）➤指揮・意思決定の補助や情報処理の能力向上。装備品に搭載。・量子➤機
密性の高い通信技術や高速計算を実現。人工衛星で量子通信を実験。・無人機➤戦車や艦
船を攻撃。複数の自立型無人機が群れになって飛行し攻撃力拡大。・積層技術（３Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ）
➤低ｺｽﾄで複雑な形状の装備品の部品などを作成。

＊ﾛｼｱ、金融で対中ｼﾌﾄ…人民元建て社債/国債発行も検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　制裁でﾄﾞﾙ離れ加速
ﾛｼｱ企業が相次ぎ中国通貨、人民元建ての社債を発行している。ｳｸﾗｲﾅ侵攻で米欧がﾛｼｱに
科した制裁に参加しない中国との元建て決済が増えているためだ。ﾛｼｱ政府も元建ての国債
発行を検討し始めた。中国の習近平国家主席は14日、中央ｱｼﾞｱ２ヵ国歴訪を始める。ﾛｼｱの
ﾌﾟｰﾁﾝ大統領とも会談する見通しだ。両国の連携は金融面でも強まる。
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＊中国、出生減止まらず…今年1000万人割れも　人口減の可能性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　景気停滞・晩婚化が影
中国の出生数の減少が止まらない。一部の地方政府が公表する2022年の出生数を調べたと
ころ、大半の地域で減少率が2ｹﾀに達した。景気の停滞で所得不安が強まったほか、晩婚化
も進んでいる。22年通年で1000万人の大台を割り込み、中国政府の統計でも出生数が死亡
数を下回り総人口が減少に転じる可能性がある。

＊EU、強制労働で禁輸へ…ｳｲｸﾞﾙ産品など念頭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　米に続き法案、中国は反発
EUの欧州委員会は14日、強制労働を通じてつくられた製品の輸入を禁止することを可能にす
る法案を公表した。名指ししていないが、新彊ｳｲｸﾞﾙ自治区を抱える中国が念頭にあるのは
明らかで、中国は反発か。
・国連人権高等弁務官事務所は8月31日、新彊ｳｲｸﾞﾙ自治区で、「ﾃﾛや過激派対策の名目で
深刻な人権侵害が実施されている」とする報告書を公表した。

＊中国、医療でも外国製排除…国産機器　病院に要求
中国が医療機器の市場で外国製品の締め出しに動いている。地方政府が病院に国産機器を
調達するよう求め始めたほか、中央政府は設計開発や重要部品の調達を中国に移すための
法改正案を公表した。米国はｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝから中国企業を排除する動きを強めており、ｸﾞﾛｰﾊﾞ
ﾙ市場の分断がさらに深まる。

＊ｍRNA、がん治療も革新…独ﾋﾞｵﾝﾃｯｸ、初期治療で再発抑制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　既存薬と併用で安価に
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽのﾜｸﾁﾝで初めて実用化した「ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰRNA（mRNA）医薬」が、がん治療も変
えると注目を集める。独ﾋﾞｵﾝﾃｯｸの膵臓がんを対象にした初期の臨床試験（治験）で再発を抑
える可能性が示された。手術、抗がん剤、放射線、体の免疫の働きを利用するがん免疫薬に
続く新たながん治療の柱になるかもしれない。
・ﾓﾃﾞﾙﾅはがんやHIVなど様々なmRNA医薬の開発に取り組む。

＊PC、ｹﾞｰﾑけん引役に…ﾌﾟﾚｽﾃを圧倒、利用者1.3億人
　　　　　　　　　　　　　　　　　1万ｿﾌﾄ配信、「脱・専用機」加速
ｹﾞｰﾑ業界のけん引役が「ﾌﾟﾚｲｽﾃｰｼｮﾝ（PS)」などの専用機からﾊﾟｿｺﾝへ急速に移っている。米
国発のPC向けのｿﾌﾄ配信が台頭し、ﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽの利用者は1.3億人とPSを圧倒する。これまで
専用機を重視してきたｿﾌﾄ会社もPC向けに軸足を移し始めた。ｿﾆｰｸﾞﾙｰﾌﾟもｹﾞｰﾑ用のPC向
けに新たな周辺機器ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを立ち上げるなど、専用機ﾒｰｶｰも戦略転換を迫られている。

＊中国、深まる不動産苦境…新築住宅価格、１2ヵ月連続下落
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金融ｼｽﾃﾑ波及も
中国で不動産市場の苦境が深まっている。新規開発や販売が伸びず、新築住宅の値下がり
期間は過去最長に並んだ。不振にあえぐ開発企業向けの不良債権が増え、問題が金融ｼｽﾃ
ﾑに波及する兆しもある。共産党大会を開く年は景気対策で経済成長率が高まる傾向にあっ
たが、2022年は2%台の低成長に留まるとの予測すら出てきた。
・中国の不動産関連のGDPに占める比率は3割。2割以下の日米欧に比べ不動産依存が目
立つ。不動産の低迷は景気回復の足かせか。

＊中国家電、在庫膨張2兆円…3年で倍増、消費低迷響く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EC移行、小売り反発も
中国の家電在庫が膨張している。主要ﾒｰｶｰ5社系列が抱える冷蔵庫やﾃﾚﾋﾞなどの完成品在
庫総額（6月末時点）は、前年同期比15%増の980億元（約2兆円）と3年間で2倍に上がった。長
年放置してきた過剰生産問題に、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ禍に伴う消費低迷が重なった。ﾒｰｶｰと、販
売を支えてきた小売り側との関係にもきしみもみられ、業界の構造改革は先行きが見通せな
い。
・家電の売り行きは不動産市況と連動性が高い。ﾛｯｸﾀﾞｳﾝが起き、消費全体が停滞している。
「中国の家電市場は（人口増や経済の高成長など）あらゆるﾎﾞｰﾅｽを使い果たした」と奥維雲
網の郭梅徳・総裁。
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＊③
『豪州との契約』・・ﾊﾝﾌｧ･ﾃﾞｨﾌｪﾝｽが豪州と21年末に結んだ契約は、K9ｻﾝﾀﾞｰ自走榴弾砲30
両などの供給とﾋﾞｸﾄﾘｱ州に自走榴弾砲の工場を建設するという内容だ。
『防衛産業の成功』・・韓国は兵器業界での存在感が経済全体に活力をもたらすとみている。
「防衛産業のの成功は韓国経済の成功を意味し、その逆もまたしかりだ」と産業通商資源省
のﾁｬﾝ・ﾖﾝｼﾞﾝ次官が語った。売り込んでいるのは欧州だけではなく、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ｱﾗﾌﾞ首長国連
邦、など注目を集める。

＊米映画、東南ｱに娯楽施設…中間層・観光客に照準
　　　　　　　「ｿﾆｰ」ﾀｲで来月開業、「ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄ」25年ﾊﾞﾘ島で
東南ｱｼﾞｱで大規模な娯楽施設の開業が相次ぐ。ｿﾆｰｸﾞﾙｰﾌﾟはﾀｲのﾊﾟﾀﾔ近郊で、米ﾊﾟﾗﾏｳﾝ
ﾄ・ﾋﾟｸﾁｬｰｽﾞはｲﾝﾄﾞﾈｼｱのバリ島で計画する。経済成長で増える中間層や外国人観光客の取
り組みを狙い、米系大手が進出を決めた。もっとも、顧客争奪戦の激化やｲﾝﾌﾗ整備の遅れが
懸念されるなか、思惑通りに進むかは未知数だ。
・米ｿﾆｰ・ﾋﾟｸﾁｬｰｽﾞｴﾝﾀﾃｨﾒﾝﾄ（SPE）の傘下の映画会社ｺﾛﾝﾋﾞｱ・ﾋﾟｸﾁｬｰｽﾞの作品にちなんだ
ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ「ｺﾛﾝﾋﾞｱ・ﾋﾟｸﾁｬｰｽﾞ・ｱｸｱﾊﾞｰｽﾞ」を10月12日にﾊﾟﾀﾔで開業。「ﾓﾝｽﾀｰ・ﾎﾃﾙ」「ｺﾞｰｽﾄ
ﾊﾞｽﾀｰｽﾞ」などﾃｰﾏ。
・ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄは「ﾄｯﾌﾟｶﾞﾝ」や「ﾐｯｼｮﾝ・ｲﾝﾎﾟｯｼﾌﾞﾙ」などﾋｯﾄ作を数多く持つ。

＊ﾀﾞｲｷﾝ　供給途絶に備え…中国部品使わずｴｱｺﾝ
ﾀﾞｲｷﾝ工業は2023年度中に有事に中国製部品がなくてもｴｱｺﾝを生産できるｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝを構
築する。省ｴﾈﾙｷﾞｰなど中核機能にかかわる部品を日本国内で内製化するほか、取引先に中
国外での生産を要請する。ｾﾞﾛｺﾛﾅ政策を受けたﾛｯｸﾀﾞｳﾝや米中対立により供給途絶ﾘｽｸ、地
政学ﾘｽｸも抱える中国への依存度を減らす動きが日本の製造業で広がる。

＊②
『ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞが自走榴弾砲購入』・・7月にKAIとﾛｯｷｰﾄﾞ・ﾏｰﾁﾝが開発した軽戦闘機FAー50を48
機、ﾊﾝﾌｧ・ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ（韓国）のK9ｻﾝﾀﾞｰ自走榴弾（りゅうだん）砲672両を含む契約を調印する
際、ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞのﾌﾞﾜｼｭﾁｬｸ国防相は「韓国の兵器ｼｽﾃﾑは技術、価格、納期の面で最も魅力的
だ」と述べる。仏は緊密な関係を持つｱﾌﾘｶでは戦車が最優先ではく、「我々が注意すべきは、
ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞが韓国から調達する自走榴弾砲の数が多いことだ。「冷戦期の仏軍さえ、保有したこ
とのない数だ」と指摘。

＊一帯一路「問題債権」3倍…20～21年7.4兆円、ｺﾛﾅ直撃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　融資6割減少　新興国の重荷
中国の広域経済圏構想「一帯一路」で、新興国向け融資の焦げ付きが増えてきた。米ｼﾝｸﾀﾝ
ｸによると、金利を減免するなどした債権は2020年に計520億㌦（約7.4兆円）と18～19年の3
倍を越した。中国は新規貸し出しに慎重になり、20年の貸出額は18年の約4割に急減した。各
国のｲﾝﾌﾗや資源開発に向かった中国ﾏﾈｰに当時の勢いはない。
・米国の利上げに伴う通貨下落、ﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻によるｴﾈﾙｷﾞｰ価格や食料価格の高騰—
—。新興国への逆風はやまず、融資の焦げ付きは今後も続きそうだ。
・金融市場が「次のｽﾘﾗﾝｶ」を探すなか、中国が新興国の債務不履行ﾄﾞﾐﾉの引き金を引く——。
そんなｼﾅﾘｵも現実味を帯びてきた。

＊①韓国製兵器、欧州で存在感…NATO「域内」の慣例に風穴
『戦車納入』・・欧州の兵器市場に衝撃が走った。ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの戦車納入で、独のｸﾗｳｽ・ﾏｯﾌｧｲ・
ﾍﾞｸﾏﾝが韓国の現代ﾛﾃﾑに敗れた。NATO加盟国が、域外から主要な武器を調達するのは2
度目。ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞは現代自動車ｸﾞﾙｰﾌﾟの防衛機器子会社、現代ﾛﾃﾑからK2ﾌﾞﾗｯｸﾊﾟﾝｻｰ戦車を
１千両購入すると発表。まずは180両納品。残りは、26年からﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞで現地生産。
『技術力』・・北朝鮮の脅威と同盟国の米国との防衛協力が、高度な防衛産業を生み出した。
韓国航空宇宙産業（KAI）が米ﾛｯｷｰﾄﾞ・ﾏｰﾁﾝと共同開発したTｰ50練習機を、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱに輸出
する契約締結の11年が節目。



2022/9/21 経済

2022/9/21 東南ｱｼﾞｱ

2022/9/22 経済

2022/9/22 東南ｱｼﾞｱ

2022/9/22 経済

2022/9/22 社会

＊ｱｼﾞｱ新興国、4.3%成長…今年、中国減速で下方修正
⦿中国経済の減速が響く（単位%、GDP成長率見通しと実績、▴はﾏｲﾅｽ）
　　　　国・地域　　　　　　2021年　　　22年見通し（（）内は前回との差）
　　　ｱｼﾞｱ新興国全体　　　7.0　　　　　　4.3（▴0.3）　ｱｼﾞｱ46ヵ国、中・印含
　　　東ｱｼﾞｱ　　　　　　　　　 7.7             3.2（▴0.6）
　　　中国　　　　　　　　　　　8.1             3.3（▴0.7）
　　　南ｱｼﾞｱ　　　　　　　　　 8.1             6.5（－）
　　　ｲﾝﾄﾞ　　　　　　　　　　　 8.7             7.0（▴0.2）
　　　東南ｱｼﾞｱ　　　　　　　　3.3             5.1（0.1）　　＋ｱｼﾞｱ開発銀行より

＊ﾏﾚｰｼｱ　ｺﾞﾑ手袋苦境…最大手は初の最終赤字（6～8月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｺﾛﾅ特需終息、淘汰も
世界ｼｪｱ6割超を握るﾏﾚｰｼｱのｺﾞﾑ手袋大手の業績が急降下している。最大手のﾄｯﾌﾟ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ
は四半期ﾍﾞｰｽで上場以来初の最終赤字に陥る。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ下の特需終息で供給過剰に
陥り、ｳｸﾗｲﾅ危機によるｺｽﾄ増も重荷となる。需給安定には時間がかかる見通しで、当面は業
界再編やﾘｽﾄﾗによる経営立て直しが求められる。

＊800ｷﾛ走行　商用EV量産へ…ﾀﾞｲﾑﾗｰ、見本市でﾄﾗｯｸ発表
　　　　　　　　　　大型車の電動化加速、大手と新興勢、技術競う
独ﾀﾞｲﾑﾗｰﾄﾗｯｸHDが航続距離を最大800㎞と従来の約2倍にしたEVﾄﾗｯｸの量産を2024年に
開始。EVﾄﾗｯｸは電池性能などに課題があり長距離運行が難しい。電動化技術で本命視され
る燃料電池（FCV）だけでなく、遅れていた商用車の電動化が加速しそうだ。
⦿商用車関連の主な動き
『完成車』❶独ﾀﾞｲﾑﾗｰﾄﾗｯｸ（走行距離800㎞のEVﾄﾗｯｸを24年量産）
　　 ❷ｽｳｪｰﾃﾞﾝのﾎﾞﾙﾎﾞ・ﾄﾗｯｸ（大量積載できるｲｰｱｽｸﾙを自社開発）
『部品』❶独ｴﾝｼﾞﾆｳｽ（水素燃料電池も搭載のEVﾄﾗｯｸを開発）
　　　❷独ZF（日本で小型商用EVを26年にも生産）
『新興』❶独ﾍﾟｯﾊﾟｰ・ﾓｰｼｮﾝ（ｴﾝｼﾞﾝ商用車を安く電動化するｻｰﾋﾞｽ開始）

＊ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ｺﾞﾐ拾いに熱…ｺﾛﾅで環境意識向上
欧州などと比べ、遅れ気味だった消費者の環境意識は高まった。
・ﾕﾆｸﾛの現地法人は海岸ゴミ拾いの会を顧客向けに開催。第一回は家族連れなど約25人が
集まり、汗を流した。「顧客が海洋汚染問題への認識を深め、活動に移すのを支援する」のが
目的。
・街の美化を国策とし、ｺﾞﾐのポイ捨てに罰金をかけてきたｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙは、清潔な印象が強い。
しかしそれはポイ捨てがないからではなく「外国人労働者の清掃員を政府が大量投入してい
るだけ」との声もある。人任せだったｺﾞﾐ拾いを自らするようになったのは大きな変化で、環境
への危機感の反映とも言える。

＊中国の中小銀、強まる不安…農村部基盤の2行破綻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公的資金、再び注入へ
中国で中小銀行の経営への不安が強まっている。今春、小規模な地域金融機関で預金が引
き出せなくなった問題は、地方銀行大手の取り付け騒ぎに発展した。農村部を基盤とする2行
の破綻も明らかになった。政府は地域発の金融不安が全国に広がりかねないと警戒する。不
良再建処理の加速や公的資金の注入で中小銀行の経営健全化を急ぐ。

＊未成年人口　過大計上か…過去20年出生数　一貫して減少
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門家分析
中国の公式統計が未成年の人口を過大に見積もっていた疑いが浮上している。6月末に中国
から流出した大量の個人情報を専門家が分析したところ、過去20年の出生数は一貫して減
少傾向にあったという。
・6月末、ﾊｯｶｰが中国人10億人分の個人情報を入手したと主張し、中国のSNS（交流ｻｲﾄ）で
懸念が広がった。流出ﾃﾞｰﾀは「未青年の人口は年齢が低いほど少ない」という出生減の傾向
が続いていたことを示す。「流出ﾃﾞｰﾀは従来の予測以上の速さで出生数が減少している」とみ
る。



2022/9/23 東南ｱｼﾞｱ

2022/9/23 経済

2022/9/23 経済

2022/9/23 経済

2022/9/24 南ｱｼﾞｱ
（ｲﾝﾄﾞ含）

2022/9/25 経済

＊②
⦿ﾍﾟﾛﾌﾞｽｶｲﾄ太陽電池の特徴
　　◦低照度の室内でも発電が可能
　　◦軽く柔軟で折り曲げられる。既存の太陽電池がおけない壁など利用
　◇製造ｺｽﾄはｼﾘｺﾝ型より半減。設置・輸送コストも下がる
　◇寿命は10年相当。ｼﾘｺﾝ型は20年～30年
　◇変換効率は20%超。大面積での性能は課題

＊ｽｽﾞｷ、ｲﾝﾄﾞ鉄道輸送倍増…完成車の3割、5年後に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｺｽﾄ抑制、ｶﾞｽ排出減
ｽｽﾞｷはｲﾝﾄﾞの完成車輸送で鉄道の利用を拡大する。年間75万台の生産能力があるｸﾞｼﾞｬﾗｰ
ﾄﾞ工場など計2工場に引き込み線を設け、2023年度にも工場から直接鉄道の出荷を始める。ﾄ
ﾗｯｸ輸送に比べてｺｽﾄを抑え、温暖化ｶﾞｽの排出も削減する。ｲﾝﾄﾞ事業全体で15%程だった鉄
道輸送の比率を5年後に2倍の3割まで高め、環境配慮型の事業運営に磨きをかける。
・ｲﾝﾄﾞは都市間距離が長く、道路輸送はｺｽﾄ高

＊ｸﾗｳﾄﾞ小国　日本の限界…自前重視、DX等の投資比率、北米の1/3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由でｿﾌﾄｳｴｱなどを使うｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽの普及が日本で遅れている。IT投資に占める
比率は2021年に4%と北米の3分の1にとどまり、25年には差がさらに広がる見通しだ。独自仕
様で作る旧来ｼｽﾃﾑ志向が根強いためだ。ｸﾗｳﾄﾞの強味の低ｺｽﾄや最新技術を生かせず、日
本のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ（DX)が進まない要因になっている。
・日本でｸﾗｳﾄﾞ活用が進まない要因は、個別に仕様を変えて開発する「ｵﾝﾌﾟﾚｽﾐｽ」と呼ばれる
旧来ｼｽﾃﾑ志向が根強いことだ。ｼｽﾃﾑを組織に最適化させることを重視し、事業部門ごとに
独自仕様で作ることが多い。社内に高度のIT人材がいなく、ｼｽﾃﾑ会社に依存していることが
背景にある。ｼｽﾃﾑの保守に費用がかさみ、DX投資の費用なし。

＊ﾀｲ車生産65%増…8月　国内好調、ｺﾛﾅ前超え
ﾀｲ工業連盟（FTI）は22日、8月の同国自動車生産台数が前年同月比65%増の17.1万台と発
表。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策の規制緩和で内需が回復した。3ヵ月連続のﾌﾟﾗｽとなり、ｺﾛﾅ前の19
年8月実績（16.6万）を上回る。1～8月の累計生産も前年同期比11%増の118.4万台。ﾀｲの主
要産業である観光の再開が本格化し、景気の先行きに期待感が高まっている為とみられる。
今後はｳｸﾗｲﾅ情勢、台湾問題が生産に影響するか引き続き注視する姿勢を示した。

＊ﾎﾟｽｺ、脱炭素製鉄に2兆円…電炉新設、三菱重系とは水素活用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鉄鋼大手、取り組み競う
韓国ﾎﾟｽｺ・HDが、環境負荷を抑える製鉄技術の導入に20兆㌆（約2兆円）を投じる。今後5年
間で韓国内の製鉄所に電炉2基を新設し、高炉では温暖化ｶﾞｽの排出量を減らす新製法を導
入する。海外で建設予定の高炉にも環境技術を応用する計画。温暖化ｶﾞｽ排出量の多い鉄
鋼業界では世界的に脱炭素投資の動きが強まる。生産ｺｽﾄ効率で優等生のﾎﾟｽｺも対応を急
ぐが、短期的には収益の重荷になる。

＊①太陽電池、次の「本命」量産…積水化・東芝、25年にも事業化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寿命・効率の向上にめど
日本人研究者が発明し、次世代太陽電池の「本命」といわれる「ﾍﾟﾛﾌﾞｽｶｲﾄ型」を国内企業が
実用化する動きが進む。欧州や中国の企業に先行を許したが、積水化学工業や東芝が2025
年以降に量産を始める。得意とする材料技術などを駆使し、弱点だった耐久性や変換効率を
高め、従来電池の半額にして市場での巻き返しを狙う。



2022/9/27 経済

2022/9/27 経済

2022/9/27 経済

2022/9/28
1$=144.26

東南ｱｼﾞｱ

2022/9/29 企業D ＊ﾀﾞｲｷﾝ、25年に1700億円…ｲﾝﾄﾞ売上高2倍へ
ﾀﾞｲｷﾝ工業は28日、ｲﾝﾄﾞ事業の2025年の売上高を21年比2倍の1000億ﾙﾋﾞｰ（1700億円）に拡
大する方針を明らかにした。ｴｱｺﾝ普及率は5%程度にとどまり、経済成長に伴う市場拡大が確
実視されている。生産能力拡大や販売網整備、開発体制強化を進め、ｼｪｱﾄｯﾌﾟのｲﾝﾄﾞでさら
に販売を拡大する。25年までにｱﾌﾘｶなど100ヵ国にｲﾝﾄﾞから製品などを輸出する。
・ｲﾝﾄﾞ事業を担当するｶﾝﾜﾙ・ｼﾞｰﾄ・ｼﾞｬﾜ取締役は「現在、需要の爆発を迎えようとしている」

＊海賊版、IT大手が包囲網…ﾔﾌｰ・ｸﾞｰｸﾞﾙ「検索結果から排除」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ「被害報告ｼｽﾃﾑ」
被害が止まらない漫画やｱﾆﾒの海賊版ｻｲﾄにﾃｯｸ企業が包囲網を築き始めた。ﾔﾌｰや米ｸﾞｰ
ｸﾞﾙはｳｪﾌﾞ検索結果に特に悪質なｻｲﾄ検出の取り組みも進み、米ﾏｲｸﾛｿﾌﾄはﾌﾞﾛｯｸﾁｪｰﾝ（分
散型台帳）による被害報告ｼｽﾃﾑを検討する。捜査や裁判だけでは限界があり、企業側の協
力が抑止のｶｷﾞを握る。
⦿ﾃｯｸを活用した主な海賊版ｻｲﾄ対策
　・ﾔﾌｰ、ｸﾞｰｸﾞﾙ➤悪質なｻｲﾄやﾍﾟｰｼﾞは検索結果から非表示に
　・NTTﾄﾞｺﾓ、ﾄﾚﾝﾄﾞﾏｲｸﾛなど➤ｻｲﾄを見ようとする端末に警告を表示
　・大日本印刷➤ｻｲﾄを監視・検出し、作品の削除要請を代行
　・ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ➤ｲｰｻﾘｱﾑ基盤を使い、海賊版作品の報告に報奨金検討
　・ｺﾝﾃﾝﾂ海外流通促進機構➤ﾎﾜｲﾄﾊｯｶｰがｻｲﾄ解析し、運営者を探る

＊ｱﾘﾊﾞﾊﾞ、東南ｱてこ入れ…通販ﾗｻﾞﾀﾞに追加出資
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中国事業頭打ち　首位ｼｰを切り崩し
中国ﾈｯﾄ通販最大手のｱﾘﾊﾞﾊﾞ集団が東南ｱｼﾞｱで攻勢に乗り出す。傘下の同業大手ﾗｻﾞﾀﾞに
12億9千万㌦（約1860億円）を追加出資。物流や決済などｸﾞﾙｰﾌﾟ会社との連携強化でｼｪｱ拡
大を狙う。本国では通販事業が頭打ちちとなり、当局による統制も強まる。成長余地が大きい
東南ｱｼﾞｱ事業をﾃｺ入れし、首位ｼｰの牙城を突き崩す。
⦿ﾗｻﾞﾀﾞはｼｮｯﾋﾟｰの背中を追う（ﾈｯﾄ通販の月間訪問者数の順位）
　　　「ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ」「 ﾀｲ」　　「ﾍﾞﾄﾅﾑ」「ﾏﾚｰｼｱ」　「ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ」「ﾌｨﾘﾋﾟﾝ」
　　❶ ﾄｺﾍﾟﾃﾞｨｱ  ｼｮｯﾋﾟｰ　ｼｮｯﾋﾟｰ　 ｼｮｯﾋﾟｰ　　ｼｮｯﾋﾟｰ　　　　ｼｮｯﾋﾟｰ
　　❷ ｼｮｯﾋﾟｰ　　 ﾗｻﾞﾀﾞ　　ﾃｰｿﾞｲ　  PGﾓｰﾙ　 ﾗｻﾞﾀﾞ　　　　　ﾗｻﾞﾀﾞ
　　❸ ﾗｻﾞﾀﾞ　　　 ｾﾝﾄﾗﾙ　ﾃﾞｨｴﾝ　　 ﾗｻﾞﾀﾞ　　　ｱﾏｿﾞﾝ　　　　 ｻﾞﾛｰﾗ
　　　　　（注）ﾃｰｿﾞｲはﾃｰｿﾞｲｼﾞｰﾄﾞﾝ、ｾﾝﾄﾗﾙはｾﾝﾄﾗﾙ・ｵﾝﾗｲﾝ
　　　　　　　　ﾃﾞｨｴﾝはﾃﾞｨｴﾝﾏｲｻｲﾝ　　　　2022年1～3月期（ｱｲﾌﾟﾗｽ調査）
　　　　　（注）ﾗｻﾞﾀﾞはｱﾘﾊﾞﾊﾞ傘下、ｼｮｯﾋﾟｰは本拠地ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

＊世界2.2%成長に減速…侵攻の損失400兆円
　　　　　　　　　　　　　　　　 OECD、来年予測「物価高・利上げ重荷」
長引く戦争の代償が重くのしかかる。経済協力開発機構（OECD）が26日公表した経済見通し
によると、2023年の世界の実質成長率は2.2%と前回6月の予測から0.6%㌽下振れする。ｳｸﾗｲ
ﾅ危機前の21年12月時点と比べると1.0㌽の下方修正だ。各国はｲﾝﾌﾚ対応の利上げを急いで
おり、世界景気の回復ｼﾅﾘｵは軌道修正を迫られている。
⦿2022年は3%成長の予測据え置き（ｶｯｺ内は6月時点の予測との差）
『成長率』世界➤22年3.0（0.0）「23年2.2（▴0.6）」
　　　　　　米国➤1.5（▴1.0）「0.5（▴0.7）」　ﾕｰﾛ圏➤3.1（0.5）「0.3（▴1.3）」
　　　　　　日本➤1.6（▴0.1）「1.4（▴0.4）」　　 中国➤3.2（▴1.2）「4.7（▴0.2）」
『ｲﾝﾌﾚ率』　G20➤22年8.2（0.6）「6.6（0.3）」

＊大宇造船、ﾊﾝﾌｧが買収へ…防衛装備品の輸出拡大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓国財閥、2000億円で優先交渉
韓国財閥ﾊﾝﾌｧｸﾞﾙｰﾌﾟが、造船世界3位の大宇造船海洋の買収に乗り出す。大宇造船の再建
を主導する政府系の韓国産業銀行が26日に優先交渉者にﾊﾝﾌｧを選んだ。買収金額は2兆㌆
（約2000億円）となる見通し、韓国政府とともに防衛装備品の輸出拡大につなげる。
⦿ﾊﾝﾌｧｸﾞﾙｰﾌﾟの事業構成
◇ﾊﾝﾌｧｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ「防衛装備品、航空機ｴﾝｼﾞﾝ」◇ﾊﾝﾌｧ生命保険「生保
・損保・証券」◇ﾊﾝﾌｧQｾﾙｽﾞ「太陽光発電ﾊﾟﾈﾙ」◇ﾊﾝﾌｧｲﾝﾊﾟｸﾄ「化学品
・太陽発電所運営」◇ﾊﾝﾌｧｷﾞｬﾗﾘｱ「百貨店など流通」
●大宇造船海洋「商船・防衛艦艇・ﾌﾟﾗﾝﾄ建設」・・・・ｴｱﾛｽﾍﾟｰｽが買収
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2022/9/29 東南ｱｼﾞｱ

2022/9/29 東南ｱｼﾞｱ

2022/9/30 東南ｱｼﾞｱ

＊有望市場ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ　EV覇権争い…低価格、後発でも急成長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日本勢は出遅れ、影薄く
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱのEV市場で中国勢と韓国勢がｼｪｱを奪い合っている。中国・上汽通用五菱汽車（ｳｰ
ﾘﾝ）は8月に新製品を投入し、先行する韓国・現代自動車と２強を形成する。ｲﾝﾄﾞﾈｼｱは東南ｱ
ｼﾞｱ最大の自動車市場で、今後も購入層の拡大なら後発の中韓にもﾁｬﾝｽがあることも大き
い。成長領域での覇権争いが熱を帯びる一方、日本勢の影は薄い。

＊東南ｱ新車販売71%増…8月、ｺﾛﾅ前上回る
東南ｱｼﾞｱ主要6ヵ国の8月の新車販売台数は、前年同月比71%増の約29.6万台だった。2021
年8月は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染防止の活動制限により多くの国で販売が落ち込んだため、そ
の反動で増加率が大きい。ｺﾛﾅ前の19年8月と比べても5%も上回る。6ヵ国合計の販売台数が
前年同月実績を上回るのは11ヵ月連続だ。
・ﾀｲは62%増の6.8万台、前年同月はﾛｯｸﾀﾞｳﾝが実施されたため。ﾏﾚｰｼｱは3.7倍の6.6万台、
前年同月は自動車産業の操業が制限されたため。
・ﾍﾞﾄﾅﾑ、ﾌｲﾘﾋﾟﾝ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙを含めた6ヵ国合計の1～8月塁計は前年同月比29%増の217万
台。19年比では4%減の水準で推移している。

＊東南ｱ　空港拡張再び…ﾍﾞﾄﾅﾑでは受け入れ倍増工事
　　　　　　　旅客・物流の回復追い風「過剰開発や採算　懸念」
東南ｱｼﾞｱで空港拡張事業が再び熱を帯び始めた。新型ｺﾛﾅｲﾙｽ禍で停滞した旅客や物流が
回復してきたためだ。ﾀｲやﾌｲﾘﾋﾟﾝの首都近郊のほか、ﾍﾞﾄﾅﾑでは最大都市ﾎｰﾁﾐﾝ市で受け
入れ能力の倍増工事が始める。感染症対策を新たに盛り込む動きもある。ただ能力過剰を指
摘する声もあるほか、ｲﾝﾌﾚと人手不足で建設ｺｽﾄが上昇しており、関連企業は精緻な採算管
理が問われる。

＊日鉄、ｲﾝﾄﾞで1兆円投資…ﾐﾀﾙと合弁、高炉2基新設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　粗鋼生産力3倍超に
日本製鉄は28日、欧州ｱﾙｾﾛｰﾙ・ﾐﾀﾙとのｲﾝﾄﾞの合弁会社を通じ、現地で高炉2基を新設する
と発表した。2025年以降に順次稼働させる。既に表明しているｴｯｻｰﾙ・ｸﾞﾙｰﾌﾟからの港湾な
どのｲﾝﾌﾗ買収費用を含めた一連の投資額は1兆円を上回る規模となる。高炉新設などで30
年にはｲﾝﾄﾞでの粗鋼生産能力を今の3倍超の年3000万㌧に引き上げる。日本は中長期的に
鉄鋼需要が落ち込む見通しで、ｲﾝﾄﾞを成長の軸の一角に据える。

＊ﾃﾞｼﾞﾀﾙ競争力、最低29位…22年、63の国・地域　中韓台下回る
　　　　三菱地所「全社員ﾃﾞｰﾀ分析必修」、ﾆﾄﾘ「高収入でIT人材獲得」
ｽｲｽのﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙIMDが28日発表した2022年の世界ﾃﾞｼﾞﾀﾙ競争力ﾗﾝｷﾝｸﾞで、日本は63ヵ
国・地域のうち29位だった。前年から1つ下がり、17年の調査以降で最低。人材不足やﾋﾞｼﾞﾈｽ
のｽﾋﾟｰﾄﾞ感の欠如が主因。
・三菱地所は同日、ｸﾞﾙｰﾌﾟ全社員約1万人を対象にした教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを10月から始めると発
表。
・IT人材の7割がIT企業に偏在する問題がある。ｼｽﾃﾑやｿﾌﾄｳｴｱの開発をＩＴ企業に丸投げを
してしまう。だから、経験が積みあがらない。
・日本の状況は「ただただ低落しており変革が見られない」と指摘。人と組織だと再認識して
改革を進めねば低迷から抜け出せない。


